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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 

 平成 28 年度の成果として、高度に精製したエクソソームを大量に取得すること、さらにその

取得したエクソソームの性状やプロテオーム解析を行った。その結果、精製したエクソソーム

が、たしかに既存のエクソソームマーカーであるテトラスパニンや Rab といったタンパク質を

含み、１２０ｎｍ程度の粒子系と脂質二重膜を持ったナノ粒子であることが明らかとなった。 
 また、エクソソームの標的細胞への特異性を付与する試みとして、リガンドの修飾法を検討し

た。その結果、ある特定の分子をエクソソーム表面に化学的に修飾することで、特定の細胞へ

の特異性を向上させることができた。 
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We established a new method to isolate large amounts of exosomes. We 
characterized the exosomes and revealed the exosomes has typical exosome 
marker proteins such as tetraspanins (CD9, CD63, and CD81) and Rab family 
proteins. The exosomes showed 120-nm in diameter and spherical morphology 
with lipid bilayer.  
 For the targeting, we chemically conjugated exosomes with compound X. As a 
result, conjugated exosomes exhibited the cell-type specific targeting ability.  
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